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高台のない市街地のイメージ（主に、市街地部）

高台に囲まれた漁業集落のイメージ（主に、半島沿岸部）
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津波の及ばない高台への住居集団
移転を図り、安全安心を確保

二重の防御（堤防または道路）で津波を防御し、住居そして学校や病院を守る

６．復旧・復興に向けた取組状況 (1)みんなで築く災害に強いまちづくり
～まちづくりのイメージ～

http://pixta.jp/graphic/2122151
http://pixta.jp/graphic/1844809
http://pixta.jp/graphic/1844809


市街地部

20６．復旧・復興に向けた取組状況 (1)みんなで築く災害に強いまちづくり
～防潮堤・河川堤防～

海岸堤防（石巻工業港付近）
○概要
防災機能を備えた港づくりと防潮堤を整備 します。

○完成年度 令和3年度
○計画高 T.P 7.2m

T.P 3.5m
○整備延長 約17km（東松島市域を含む）

※TPは、東京湾平均
海面（Tokyo Peil）のこ
とで、全国の標高の基
準となる海水面の高さ
です。

海岸堤防（石巻漁港付近）

○概要
石巻漁港から万石浦までの防潮堤を整備します。

○計画高 T.P 7.2m

旧北上川 河口部堤防計画

○概要
洪水や高潮、津波（明治三陸津波相当）から市街地を守る堤防・護岸を整備し、併せて「かわまちづくり事業」に
よる良好な水辺空間の創出を図り、地域の活性化を推進します。

○完成年度 令和3年度
○整備延長(導流堤含) 右岸 ６.０km左岸９.０km
○計画高 右岸 河口～門脇町二丁目 T.P7.2m 門脇町二丁目～石巻大橋 T.P4.5m 石巻大橋～T.P4.1m

左岸 河口～川口町一丁目 T.P7.2m 川口町一丁目～石巻大橋 T.P4.5m 石巻大橋～T.P4.1m
※右岸の門脇町二丁目付近・左岸の川口町一丁目付近はT.P7.2mとT.P4.5mの擦付区間を含みます。



半島

海岸堤防

○概要
数十年～百数十年に一度発生する津波から市街地や漁業集落

を守るために、防潮堤を整備します。

○完成年度 令和4年度
○計画高

海岸名称 計画高(m) 根拠津波

追波湾 ※ 8.4 明治三陸地震

雄勝湾 6.4 明治三陸地震

雄勝湾最奥部 9.7 明治三陸地震

牡鹿半島東部 6.9 明治三陸地震

牡鹿半島西部 6.0 チリ地震

万石浦 2.6 チリ地震

宮城県の地域海岸分割図

21６．復旧・復興に向けた取組状況 (1)みんなで築く災害に強いまちづくり
～防潮堤・河川堤防～

※北上川河口部
河川堤防を含む

※計画高および分布図は「海岸堤防の整備方針について（宮城県 H23.12月）」より抜粋



22６．復旧・復興に向けた取組状況 (1)みんなで築く災害に強いまちづくり
～高盛土道路・防災緑地～

高盛土道路

路線名称 完成年度 計画高さ 代表幅員 事業費

門脇流留線 令和4年度
T.P3.5m
～4.5m

38m
50m

198億円

南光湊線 令和4年度 T.P3.5m 37.5m

湊中央線 令和2年度 T.P4.5m 45m

防災緑地

○概要
湊地区、魚町三丁目
～渡波地区に盛土形式
の緑地を配置し津波の
減勢を図ります。

路線名称 完成年度 計画高さ 規模 事業費

防災緑地1号
(湊地区)

令和元年度 T.P4.5m 0.88ha 約7億円

防災緑地2号
（魚町三丁目～渡波地区）

令和4年度
T.P4.5m
～2.6m

8.6ha 約30億円

門脇流留線
南光湊線

湊中央線

門脇流留線

防災緑地1号

防災緑地2号

○概要
津波を減勢する多重防御

施設として高盛土道路を整
備し、住宅地を守ります。
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津波から内陸へ逃げる避難路と、接続する幹線道路を整備します。

主要道路整備

６．復旧・復興に向けた取組状況 (1)みんなで築く災害に強いまちづくり
～道路整備～

渡波稲井線

完成：令和3年度

不動沢稲井線

完成：令和3年度

河南川尻線

完成：令和3年度

門脇流留線

完成：令和3年度

石巻かわみなと大橋

完成：令和3年度

内海橋

完成：令和2年度

七窪蛇田線

完成：令和5年度

釜大街道線

完成：令和4年度

石巻工業港運河線

完成：令和4年度

凡例
避難路・緊急輸送路

高速道路

国道

県道

その他主な幹線道路

大街道石巻港線

完成：令和元年度



箇所数
被災：4箇所

延長
被災：222m

金額（億円）
被災：

1.16億円

箇所数
被災：606箇所

延長
被災：
271.927 m

金額（億円）
被災：
189.41億円

箇所数
被災：580箇所

延長
被災：270,698m

金額（億円）
被災：
107.69億円

○道路 ○橋りょう

100%80%60%40%20%0%

箇所数
被災：22箇所

延長
被災：1,007m

金額（億円）
被災：

80.56億円

100%80%60%40%20%0%

○河川 ○3事業計

100%80%60%40%20%0% 100%80%60%40%20%0%

参考資料：市管理の道路、橋りょう、河川の被害、復旧状況【R6.9月末現在】

６．復旧・復興に向けた取組状況 (1)みんなで築く災害に強いまちづくり
～道路整備～

契約済額
107.69億円 100%
うち完成済額
107.69億円 100%

契約済
22箇所 100%
うち完成済
22箇所 100%

契約済額
80.56億円 100%
うち完成済額
80.56億円 100%

※被害総額には調査・測量費、応急復旧工事費等を含みます。

契約済
1,007m 100%
うち完成済
1,007m 100%

契約済
4箇所 100%
うち完成済
4箇所 100%

契約済
222m 100%
うち完成済

222m 100%

契約済額
1.16億円 100%
うち完成済額
1.16億円 100%

契約済
580箇所 100%
うち完成済
580箇所 100%

契約済
606箇所 100%
うち完成済
606箇所 100%

契約済
271.927m  100%
うち完成済
271.927m 100%

契約済
270,698m 100%
うち完成済
270,698m 100%

契約済額
189.41億円 100%
うち完成済額
189.41億円 100%

24
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津波避難ビル・津波避難タワー

津波避難ビル

津波からの避難が困難な区域内にある公共施設及び民間企業等所有の施設で、要件を満たす施設を津波避難ビルとして指定します。

津波からの避難は、津波が来ない場所や高台へ逃げることですが、近くに高台がない場合や海岸から
遠く離れた場所に避難する時間がない場合には、一時避難場所として避難ビル・避難タワーを使用します。

６．復旧・復興に向けた取組状況 (1)みんなで築く災害に強いまちづくり
～避難施設～
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津波避難ビル・津波避難タワー

６．復旧・復興に向けた取組状況 (1)みんなで築く災害に強いまちづくり
～避難施設～

施設名 供用開始日

1.大宮町津波避難タワー 平成27年3月27日

2.魚町一丁目津波避難タワー 平成27年12月15日

3.魚町三丁目津波避難タワー 平成27年12月15日

4.西浜町津波避難タワー 平成28年3月24日

津波避難タワー

居室部と屋上に約200人が避難することができます。飲料水・
食料の備蓄と、太陽光発電による電力確保を行います。

津波避難ビル
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防災教育（副読本） 災害用備蓄配備

震災の教訓と、市の実情に応じた防災教育の
実践のため、小・中学生を対象とした防災教育副
読本を作成し、年齢に応じた災害対応力の育成
を図っています。

６．復旧・復興に向けた取組状況 (1)みんなで築く災害に強いまちづくり
～災害に備えた取り組み～

○配備計画

非常用持出品を持ち出せなかった
避難者のために、調理不要食（お
かゆやパン等）を50,000食、飲料水
50,000ℓ、その他毛布や発電機等を、

市内の公共施設に年次計画に基づ
き配備しています。

総合防災訓練

災害時の人的被害を軽減するため、「自分の身
は自分で守る」を念頭に入れた地震・津波避難訓
練を全市一斉に実施しています。

また、令和２年度からは「シェイクアウト訓練」と
して各自宅や各職場から「そのときにいる場所」
で地震が発生したと想定して「とっさに身を守る」
という、従来の防災訓練とは異なる訓練を実施し、
防災意識の向上を図っています。

※提供：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議

防災サイン

東日本大震災の教訓を踏まえ、日頃から津波の危険性や
避難の必要性を伝え、災害時には安全な場所に誘導する誘
導表示板等を石巻市防災サイン計画に基づき市内各地に設
置しています。津波の浸水域内から浸水域外への迅速な避
難を促し、津波浸水域外では安全な避難を促します。



津波防災拠点整備事業

28６．復旧・復興に向けた取組状況 (1)みんなで築く災害に強いまちづくり
～石巻駅周辺整備～

石巻駅周辺整備事業

○駅前駐輪場
２階建て立体駐輪場を整備しました。
平成２８年９月完成・供用開始

○駅前バイク駐車場
駅前バイク駐車場を整備しました。
令和元年５月完成・供用開始

○南北間道路（石巻駅前～小川町踏切）
石巻駅南北間をつなぐ道路の車道拡幅、歩道新設及び相互通行化により、
津波防災拠点へのアクセス向上と歩行者の安全確保が図られました。
令和３年３月完成

0

○防災センター
災害時に市民の生命を守り、地域の防災力の向上、
事前の情報収集の強化、指揮命令のもとに市民に
的確な誘導ができる防災拠点を建設しました。
平成３０年３月完成 平成３０年５月供用開始

○ささえあいセンター
医療、福祉及び介護などの地域包括ケアの推進拠
点として建設しました。
また、災害時は福祉避難所として機能します。
令和２年３月完成 令和２年５月３０日供用開始

○にぎわい交流広場
市民が集い、共助できる機会創出のための開放的
な屋外空間を整備しました。
また、災害時には防災広場として、物資の配給等、

避難生活を支援する場として機能します。
令和２年１月完成 令和２年２月１日供用開始

○歩行者デッキ
駅周辺施設と連携した歩行者の安全な移動空間、

災害時には避難動線として機能します。
平成３１年４月完成 令和元年５月８日供用開始

○周辺道路
市立病院へのスムーズな救急搬送や復旧活動車

両の迅速、かつ、安全な運行を目的として整備しま
した。
平成３１年４月完成

バイク駐車場

小川町踏切
(拡幅・相互通行)

(拡幅・相互通行)

南北間道路
(拡幅・相互通行)



石巻市東部流域公共下水道

雄勝処理区
飯野川処理区

石巻市流域公共下水道

鮎川処理区

北上処理区

汚水
総額 131.8億円

（汚水管＋処理場）

雨水
総額 127.2億円

（雨水管＋ポンプ場）

29

公共下水道

○被害状況及び復旧状況（令和３年３月末現在）
被害総額 当初約625億円 再調査後約296億円

被害状況 発注状況 進捗率

汚水管(km) 105.8 105.8 100%

処理場(数) 2 2 100%

雨水管(km) 8.9 8.9 100%

ポンプ場(数) 8 8 100%

○工事発注状況

100%80%60%40%20%0%

H27年度
192.7億円

H26年度
39.1億円

６．復旧・復興に向けた取組状況 (1)みんなで築く災害に強いまちづくり
～下水道施設の状況～

※再調査継続中 被害総額には調査・測量費、復旧工事費等含む

（復旧工事費 約259億円）

127.2億円
100％

131.8億円
100％
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鹿又

中道

釜谷
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農業集落排水

○被害状況及び復旧状況（平成27年6月末現在）
被害総額 約6億円 再調査後約7.5億円

○工事発注状況

汚水
総額 7.3億円

（汚水管＋処理場）

H24年度
521,619千円

漁業集落排水

○被害状況 被害額約1.3億円
月浦、侍浜集落は、被害が甚大

⇒ 平成２８年１月 復興事業で新たに月浦と侍浜に
処理施設を設置し事業再開 事業費約１億円

100%80%60%40%20%0%

被害状況 発注状況 進捗率

汚水管(m) 7,989 7,989 100.0%

処理場(数) 7 7 100.0%

６．復旧・復興に向けた取組状況 (1)みんなで築く災害に強いまちづくり
～下水道施設の状況～

H26年度
39.1億円

7.3億円
100％

※ 平成２７年６月 復旧工事はすべて完了
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【イメージ図】

・低炭素なエコタウン ・災害時にも灯りと情報が途切れない安全・安心なまちづくり

○ 「石巻スマートコミュニティ・マスタープラン」 概要

事例：石巻復興協働プロジェクト協議会検討事業

31６．復旧・復興に向けた取組状況 (1)みんなで築く災害に強いまちづくり
～復興協働プロジェクト～

※令和２年度末をもって、地域エネルギー管理システムの運用は終了しました。


